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  2020 年 5 月 21 日 

■新たな記譜法に対応し入力の自由度も向上した楽譜作成ソフトウェアの最新版 

スタインバーグ ソフトウェア 

『Dorico Pro』『Dorico Elements』 

 株式会社ヤマハミュージックジャパン（東京都港区）は、Steinberg Media Technologies GmbH

（ドイツ ハンブルク、以下、スタインバーグ社）が開発した、楽譜作成ソフトウェア『Dorico（ドリコ）

Pro』および『Dorico Elements』の最新版となるバージョン 3.5 を発表し、ダウンロード販売を開始しました。

パッケージ版も順次発売する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『Dorico Pro』『Dorico Elements』は、直感的なワークフローと美しい楽譜印刷によって、作曲・編曲・

演奏に集中したいというニーズに応える本格的な楽譜作成ソフトウェアです。シンプルで無駄のないユー

ザーインターフェース、ショートカットキーによる入力と編集、柔軟なページレイアウト機能、複数の楽曲・

楽章を一元管理できる「フロー」により、効率よく快適に楽譜を作成できます。 

今回のバージョン 3.5 では、新たに通奏低音の記譜法に対応したほか、記譜の際に音価と音高を任意の順

番で設定できるようになりました。また、ギター奏法の多彩なテクニックへの対応による高度なギターソロ

譜の作成も実現するなど、機能が向上しています。 

 

品 名 品 番 価 格 発売日 

スタインバーグ 

ソフトウェア 

『Dorico Pro』 

DORICO PRO /R 
（通常版） オープンプライス 

5 月 21 日 

DORICO PRO CG /R 
（クロスグレード 通常版） オープンプライス 

DORICO /E 
（アカデミック版） オープンプライス 

DORICO PRO CG /E 
（クロスグレード アカデミック版） オープンプライス 

スタインバーグ 

ソフトウェア 

『Dorico Elements』 

DORICO EL /R 
（通常版） オープンプライス 

DORICO EL /E 
（アカデミック版） オープンプライス 

 ■ 一般の方のお問い合わせ先： 

スタインバーグ・コンピューターミュージック・インフォメーションセンター  https://japan.steinberg.net/jp/support.html 

スタインバーグ ソフトウェア 『Dorico Pro』『Dorico Elements』 
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*1 クロスグレード版は、Finale または Sibelius のフルリテール版の正規ユーザー様を対象とします。下位

グレード版の Finale PrintMusic または Sibelius First、Sibelius Student のユーザー様は対象外です。 

*2 アカデミック版は、学生、学校教員の皆様向けの優待販売版です。ご発注の際には、学生証、教員証等

のコピーが必要となります。 

◎ アップデート・アップグレードについて 

  「Dorico」「Dorico Pro 2」「Dorico Pro 3」「Dorico Elements 2」「Dorico Elements 3」からのアップデート・

アップグレードは、Steinberg Online Shopにてお買い求めいただけます。詳しくは、Steinberg Online Shopをご参照

ください。https://www.steinberg.net/jp/shop/ 

◎ 特別優待期間（Grace Period：グレースピリオド）について 

  2020 年 4 月 22 日以降に「Dorico Pro 2」「Dorico Pro 3」「Dorico Elements 2」「Dorico Elements 3」を

アクティベートした方は、MySteinberg を通じて無償で『Dorico Pro』『Dorico Elements』のバージョン

3.5を入手いただけます。詳細はスタインバーグサイトにてご案内いたします。 

◎ スタインバーグ サイト https://japan.steinberg.net 

 

＜バージョン 3.5 の主な新機能＞ 

１．通奏低音の記譜法に対応 

17 世紀から 18 世紀ごろに広く使用された、数字付き通奏低音の記譜法に対応しました。ショートカッ

トによる簡単な入力に加え、MIDI キーボードで和音を弾いて入力することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．音価の前に音高を指定して入力 

従来の「Dorico」では、ノート入力の際にデュレーション（音価）を選択してからピッチ（音高）を入

力していましたが、本バージョンから、特定の音符の長さを指定せずに後から音価を設定することが可

能になりました。また、音価と音高の入力順は都度自由に入れ替えることもできます。これにより、素

早いノート入力ができます。 
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３．進化したコンデンス機能 

『Dorico Pro』に搭載された、シングルクリックで指揮者用コンデンススコアを自動的に作成する機

能は、本バージョンでさらに拡張され、弦セクションの「Divisi*」が正しく反映されるようになり

ました。 

* 「分けて」の意。オーケストラの総譜などにおいて、ひとつのパートを分けて演奏するように指示する記号。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．進化したギター記譜 

ベンドやビブラートの細かな指定が可能になり、タッピング / ハンマリングオン / プルオフ、その他

アーミングなどを使った多彩なテクニックに対応し、高度なギターソロ譜作成にも対応ました。また、

曲頭に、コードダイアグラムを並べて表記することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ラインエディター 

『Dorico Pro』では、40 種類の平行および垂直ラインの記譜が可能になりました。ビブラートや演奏

技法がより柔軟に表記できるようになり、現代音楽の特殊奏法の表記などで幅広く使用できます。 
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６．VST エクスプレッションマップの改良 

キースイッチとその他のパラメータの同時使用が可能になり、さらにクオリティの高いプレイバック音

源を得ることが可能になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．MusicXML の拡張 

『Dorico Pro』は、ソフトウェア間における楽譜データの事実上の交換形式である MusicXML エクスポー

トのサポートを大幅に拡張しました。パーカッションの書き出しの改良をはじめとして、ダイナミクス、

符頭タイプ、拍子記号、テンポ記号等、様々な要素の読み込み、書き出し機能が拡張されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．進化したユーザーインターフェース 

よく使用する記譜モードと浄書モードの背景のグラデーションを変更できるようになりました。色を分

けることにより、今どちらのモードを選択しているのかを一目でわかるようになります。 
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＜『Dorico Pro』と『Dorico Elements』の違いについて＞ 

『Dorico Elements』は、以下の機能について『Dorico Pro』との違いがあります。 

1.『Dorico Elements』は、最大 12 のプレーヤーをサポートします。 

2. 浄書モードは搭載していません。 

3.「HALion Symphonic Orchestra」はバンドルされず、「HALion Sonic SE 3 Factory Contents」「Soundiron Olympus 

 Micro」のみです。 

4. キュー音符が記譜できず、キューパネルとポップオーバーは搭載していません。 

5. divisi, ossia が省略され、微分音は記譜できません。 

6. 浄書オプション、記譜オプション、再生オプション、フォントスタイルなど、いくつかの 

  オプションは搭載していません。 

7. ギタータブ譜、コードダイアグラム、ハープのペダリングは記譜できますが制限があります。 

 

 

＜動作環境＞ 

■『Dorico Pro』 

 Mac Windows 

対応 OS 
macOS 10.12 Sierra、 10.13 High Sierra、 

10.14 Mojave、 10.15 Catalina （64bit） 

Windows 10 （64bit） 

CPU 
64 bit Intel / AMD マルチコアプロセッサー 

（Intel i5 またはそれ以上を推奨） 

必要メモリー 8 GB 以上（最小 ４GB） 

ハードディスク 12 GB 以上の空き容量（SSD 推奨） 

ディスプレイ 1,920×1,280 ピクセル以上 - フルカラー（最小 1,366×768 ピクセル） 

その他 

USB 端子：USB-eLicenser 接続用 

OS 対応オーディオデバイス（Core Audio / ASIO 対応デバイス推奨） 

インターネット接続環境（ブロードバンド推奨）：インストーラーダウンロード、 

ライセンス認証、製品登録、アップデート用 

 
 

■『Dorico Elements』 

 Mac Windows 

対応 OS 
macOS 10.12 Sierra、 10.13 High Sierra、

10.14 Mojave、 10.15 Catalina （64bit） 

Windows 10 （64bit） 

CPU 
64 bit Intel / AMD マルチコアプロセッサー 

（Intel i5 またはそれ以上を推奨） 

必要メモリー 8 GB 以上（最小 ４GB） 

ハードディスク 6 GB 以上の空き容量（SSD 推奨） 

ディスプレイ 1,920×1,280 ピクセル以上 - フルカラー（最小 1,366×768 ピクセル） 

その他 

OS 対応オーディオデバイス（Core Audio / ASIO 対応デバイス推奨） 

インターネット接続環境（ブロードバンド推奨）：インストーラーダウンロード、 

ライセンス認証、製品登録、アップデート用 

* 『Dorico Pro』各製品には USB-eLicenser を同梱しています。本製品は Soft-eLicenser でライセンスが管理

されますが、USB-eLicenserにライセンスを転送することで、同一ユーザーが所有する最大3台までのコンピ

ューターにインストールでき、USB-eLicenserを接続した任意の1台のコンピューターで起動して使用できま

す。なお、『Dorico Elements』には、USB-eLicenser は同梱されません。 
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* 上記の動作環境・推奨環境を満たしている場合でも、全てのコンピューターにおける動作を保証するものではあり

ません。コンピューターの総合的な性能により同時に使用可能なトラック数などパフォーマンスに違いがあります。 

* 上記動作環境は 2020 年 5 月 21 日現在のものです。今後変更になる可能性がありますので、最新バージョン

はスタインバーグサイトでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊文中の商品名、社名等は当社や各社の商標または登録商標です。 

 

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 担当：佐藤   TEL. 03-5488-6605 

ウェブサイト https://www.yamaha.com/ja/news_release/ 

※不在の際は、ウェブサイトの問い合わせフォームよりご連絡ください 

■ 一般の方のお問い合わせ先 

スタインバーグ・コンピューターミュージック・インフォメーションセンターウェブサイト 

ウェブサイト https://japan.steinberg.net/jp/support.html 


